
家
族
･地
域
･人
の
絆
の
も
と
、
す
べ
て
の

市
民
が
主
人
公
と
し
て
充
実
し
た
生
涯
を

送
る
こ
と
が
で
き
る
｢家
族
と
地
域
が
支
え

あ
う
元
気
な
ま
ち
｣を
め
ざ
し
ま
す
。

●
子
ど
も
･子
育
て
支
援
事
業
計
画
の
策
定

来
年
度
か
ら
５
年
間
を
計
画
期
間
と
す

る
次
期
｢子
ど
も
･子
育
て
未
来
プ
ラ
ン

(秋
田
市
子
ど
も
･子
育
て
支
援
事
業
計

画
)｣を
策
定
し
ま
す
…
236
万
円

●
下
北
手
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
改
築

老
朽
化
に
と
も
な
う
建
替
工
事
を
行
い

ま
す
。
２
０
２
０
年
度
完
成
予
定

…
２
千
709
万
円

○
第
１
子
保
育
料
無
償
化

平
成
30
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た

お
子
さ
ん
が
い
る
世
帯
を
対
象
に
、
一
定

の
所
得
制
限
の
も
と
第
１
子
の
保
育
料

を
無
償
化
し
ま
す
…
５
千
307
万
円

○
第
２
子
以
降
保
育
料
無
償
化

平
成
28
年
４
月
２
日
以
降
に
第

２
子
以
降
の
子
ど
も
が
生
ま
れ

た
世
帯
を
対
象
に
、
一
定
の
所

得
制
限
の
も
と
第
２
子
以
降
の
保
育
料

を
無
償
化
し
ま
す
…
２
億
１
千
15
万
円

○
保
育
士
な
ど
の
奨
学
金
返
還
に
助
成

市
内
保
育
施
設
で
の
人
材
確
保
の
た

め
、
奨
学
金
の
返
還
を
５
年
間
助
成
し
ま

す
­­­­…
375
万
円

○
在
宅
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
事
業
の
対
象
拡
大

在
宅
で
子
育
て
を
し
て
い
る
家
庭
に
提

供
し
て
い
る
、
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
ク
ー
ポ

ン
券
の
対
象
を
０
歳
児
ま
で
拡
大
し
ま

す
(18
㌻
に
関
連
記
事
)…
３
千
866
万
円

○
不
妊
治
療
費
の
助
成

不
妊
治
療
(体
外
受
精
、
顕
微
授
精
な
ど
)

を
行
っ
た
夫
婦
に
対
し
、
治
療
費
の
一
部

を
助
成
し
ま
す
­­­…
７
千
348
万
円

○
児
童
虐
待
防
止
を
推
進

未
然
防
止
と
早
期
発
見
･早
期
対
応
を
図

る
た
め
、
新
た
に
子
ど
も
家
庭
総
合
支
援

拠
点
を
ア
ル
ヴ
ェ
の
子
ど
も
未
来
セ
ン

タ
ー
内
に
設
置
し
、
心
理
担
当
支
援
員
を

配
置
し
ま
す
­­­­…
１
千
209
万
円

○
妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
ま
で
の
相
談
支
援

引
き
続
き
、
市
保
健
所
に
あ
る
｢秋
田
市

版
ネ
ウ
ボ
ラ
｣で
、
総
合
的
な
支
援
を
行

い
ま
す
­…
666
万
円

○
ふ
た
り
の
出
会
い
を
応
援
　

独
身
男
女
を
対
象
に
し
た

｢シ
ン
グ
ル
ズ
カ
フ
ェ
秋
田
｣を
開
催
す

る
ほ
か
、
あ
き
た
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー
の

登
録
料
を
補
助
し
ま
す
­­­­…
570
万
円

○
高
齢
者
コ
イ
ン
バ
ス

満
65
歳
以
上
の
か
た
を
対
象
に
、
市
内
路

線
バ
ス
に
100
円
で
乗
車
で
き
る
よ
う
助

成
し
ま
す
…
１
億
４
千
39
万
円

○
障
が
い
者
共
生
社
会
の
実
現
　

｢秋
田
市
障
が
い
の
あ
る
人
も
な
い
人
も

共
に
生
き
る
ま
ち
づ
く
り
条
例
｣に
基
づ

い
て
、
権
利
擁
護
に
関
す
る
相
談
や
障

が
い
を
理
由
と
す
る
差
別
へ
の
相
談
体

制
の
整
備
を
図
り
ま
す
。
今
年
度
は
新

た
に
、
相
談
従
事
者
の
研
修
会
を
開
催

し
ま
す
…
106
万
円

歴
史
や
文
化
を
い
か
し
た
魅
力
あ
る
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
る
と
と
も
に
、
生
涯
に
わ

た
り
学
習
･文
化
･ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
取
り
組

め
る
環
境
の
中
で
、
誰
も
が
目
標
に
向
か
っ

て
成
長
し
、
希
望
に
満
ち
た
生
活
を
送
る
こ

と
が
で
き
る
｢人
と
文
化
を
は
ぐ
く
む
誇
れ

る
ま
ち
｣を
め
ざ
し
ま
す
。

●
学
校
適
正
配
置
の
推
進

将
来
に
お
い
て
も
良
好
な
教
育
環
境
と

な
る
小
･中
学
校
の
配
置
の
実
現
に
向

け
、
保
護
者
や
地
域
の
み
な
さ
ん
と
と
も

に
望
ま
し
い
学
校
の
あ
り
方
を
協
議
し

ま
す
(11
㌻
に
関
連
記
事
)…
285
万
円

●
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
･ス
ク
ー
ル

市
立
小
･中
学
校
に
、
保
護
者
や
地
域
住

民
な
ど
で
構
成
す
る
｢学
校
運
営
協
議

会
｣を
設
置
し
、
学
校
、
家
庭
、
地
域
が
協

力
し
合
う
体
制
づ
く
り
を
支
援
し
ま
す

­­­­…
321
万
円

●
小
学
校
の
体
育
館
大
規
模
改
造
工
事
と

中
学
校
の
屋
根
改
修
工
事

小
学
校
の
対
象
は
明
徳
･川
尻
･土
崎
南

…
７
億
４
千
112
万
円

中
学
校
の
対
象
は
岩
見
三
内
･豊
岩

…
６
千
250
万
円

●
部
活
動
指
導
員
の
配
置

中
学
校
部
活
動
の
担
当
教
員
の
負
担
を

軽
減
す
る
た
め
に
、
技
術
指
導
の
ほ
か
、

大
会
な
ど
へ
の
引
率
が
で
き
る
非
常
勤

職
員
を
配
置
し
ま
す
…
611
万
円

８

人
と
文
化
を
は
ぐ
く
む

誇
れ
る
ま
ち

５

家
族
と
地
域
が

支
え
あ
う
元
気
な
ま
ち

４

｢●｣は新規事業　｢○｣は継続事業

＊各事業の予算額は、千円以下を四捨五入しています。

ピックアップ！おもな事業



９ 広報あきた　2019年４月５日号

●
文
化
創
造
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進

｢秋
田
市
文
化
創
造
交
流
館
(仮
称
)｣を
拠

点
に
展
開
す
る
新
た
な
事
業
の
企
画
立

案
、
準
備
な
ど
を
行
い
ま
す…

１
千
648
万
円

○
旧
県
立
美
術
館
の
活
用

｢秋
田
市
文
化
創
造
交
流
館
(仮
称
)｣と
し

て
の
２
０
２
０
年
度
内
の
開
館
を
め
ざ

し
、
旧
県
立
美
術
館
の
改
修
工
事
に
着
手

し
ま
す
…
７
億
７
千
740
万
円

○
県
･市
連
携
文
化
施
設
の
整
備
　

施
設
の
本
体
工
事
に
着
手
す
る
と
と
も

に
、
２
０
２
１
年
度
内
の
開
館
に
向
け
、

指
定
管
理
者
の
選
定
な
ど
を
行
い
ま
す
­­­­

…
26
億
３
千
37
万
円

○
障
が
い
児
者
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
応
援

｢東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
･パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
｣の
開
催
を
契
機
に
、
障
が
い
児
者
が

よ
り
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
め
る
支
援
体
制

な
ど
を
整
備
し
ま
す
…
78
万
円

○
羽
州
街
道
の
歴
史
観
光
を
推
進

魅
力
あ
る
文
化
財
が
点
在
す
る
旧
羽
州

街
道
を
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ガ
イ
ド
や
映

像
ソ
フ
ト
の
活
用
の
ほ
か
、
交
流
会
や
ミ

ュ
ー
ジ
カ
ル
の
公
演
を
通
し
て
Ｐ
Ｒ
し

ま
す
…
１
千
637
万
円

上は中土橋側から見た県・市連携文化施設、下は秋田市
文化創造交流館(仮称)(＝旧県立美術館)のイメージ図

このたび、八橋陸上競技場の改修工事が終

了し、新たに大型映像装置、夜間照明設備、

ドーピングコントロール室などが設置されま

した。

３月14日に行った内覧会には、スポーツ関

係団体のみなさんらが参加し、大型映像装置

に映し出された映像や照明の明るさなどを確

認していました。競技する選手はより良い環

境でプレーできるようになって、応援する側

も今まで以上に熱が入りそうです！

問い合わせ スポーツ振興課☎(888)5611

大森山動物園と秋田公立美術大学が連携す

る｢大森山アートプロジェクト｣の一環で、小
�

牟
�

禮
�

尊
� �

人
� �

教授が制作したガラス作品が、通常

開園日の３月16日に披露されました。

作品は、国内最高齢の47歳まで同園で生き

たイヌワシの｢鳥海｣をモチーフにしたもの

で、その頭骨などの部分を型どり、ガラスの

色は｢鳥海｣が育った秋田の森の木から作った

灰を溶かした特別な色に仕上げました。

永遠の素材と言われるガラス。〝鳥海をずっ

と忘れない〟、そんな思いが込められた作品

は園内でご覧いただけます。

問い合わせ 大森山動物園☎(828)5508

市
政
ト
ピ
ッ
ク
ス


